
世
論
を
広
げ
て
環
境
守
ろ
う

８
月
20
日
日
本
共
産
党
と
「
環
境
を
考
え
る
会
」

は
、
ご
み
焼
却
施
設
の
民
設
民
営
化
の
計
画
を
打
ち

出
し
た
碧
南
市
に
対
し
て
「
ご
み
焼
却
場
と
気
候
危

機
打
開
を
考
え
る
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
世
論
を
広
げ
よ
う
と
「
市
民
の
会
」
を
発

足
す
る
た
め
に
、
事
務
局
会
議
を
４
回
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。

西
尾
・
高
浜
・
碧
南
か
ら
参
加
者

10
月
15
日
の
碧
南
市
役
所
レ
ス
ト
ラ
ン
２
階
で
行

な
わ
れ
た
設
立
総
会
に
は
、
西
尾
市
高
浜
市
碧
南
市

か
ら
市
民
や
市
議
会
議
員
も
参
加
。
規
約
、
活
動
方

針
、
役
員
を
決
め
、
１
口
５
０
０
円
の
会
費
で
運
営

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
約
50
名
の
参
加
者
で
し

た
。
今
後
も
会
員
を
広
げ
、
火
力
発
電
所
や
ご
み
焼

却
施
設
な
ど
の
見
学
会
も
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

熱
い
質
疑
が

総
会
後
の
学
習
会
で
は
、
一
部
事
務
組
合
と
し
て

の
衣
浦
衛
生
組
合
の
説
明
や
、
６
月
２
日
の
碧
南
市

と
中
部
電
力
㈱
と
の
協
定
の
内
容
、
８
月
24
日
と
９

月
４
日
に
受
け
取
っ
た
情
報
公
開
の
内
容
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
の
質
疑
で
は

◎
「
な
ぜ
、
碧
南
市
は
市
民
に
内
緒
で
、
中
電
と
協

定
を
交
わ
し
た
の
か
。
何
が
ね
ら
い
な
の
か
」

◎
「
碧
南
市
高
浜
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
低
い
の
は

な
ぜ
か
」

◎
「
剪
定
枝
や
生
ご
み
な
ど
、
再
利
用
す
べ
き
で
す
。
」

◎
「
市
民
が
一
生
懸
命
、
硬
質
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
を
資

源
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
の
に
。
製
鉄
所
や
衣

浦
衛
生
組
合
で
焼
却
し
て
い
る
と
か
。
市
民
へ
の

背
信
行
為
で
は
な
い
の
か
」

◎
「
民
設
民
営
化
を
阻
止
す
る
方
向
を
明
確
に
し
て

ほ
し
い
」

◎
「
対
案
は
、
ど
う
い
う
こ
と
に
」

な
ど
相
次
ぎ
ま
し
た
。

翌
日
、
碧
南
・
高
浜
に
要
望
書

「
会
」
共
同
代
表
の
大
村
美
恵
さ
ん
と
劉

霊
均

さ
ん
ら
は
翌
16
日
に
、
碧
南
市
中
川
環
境
課
長
と
澤

田
係
長
に
要
望
書
を
提
出
。
高
浜
市
で
は
野
口
恒
夫

企
画
部
秘
書
人
事
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
届
け
ま
し

た
。
両
市
と
も
10
月
末
の
文
書
回
答
を
承
諾
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。

今
後
29
年
、
公
設
で
新
設
焼
却
場
を

日
本
共
産
党
は
、
広
域
化
を
跳
ね
返
し
た
安
城
市

に
敬
意
を
表
し
、
２
０
５
１
年
ま
で
の
29
年
間
、
衣

浦
衛
生
組
合
が
新
設
で
ご
み
焼
却
場
設
置
の
自
立
を

求
め
ま
す
。
廃
プ
ラ
の
再
利
用
や
ご
み
減
量
で
小
規

模
な
施
設
に
し
、
財
政
負
担
軽
減
と
環
境
保
護
を
。

碧南・高浜のごみ焼却施設を考える市民の会が発足
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廃棄物処理施設整備等に関する要望書
《前文省略》

要望項目

１、ごみ焼却施設について

➀中部電力㈱による民設民営では透明性が確保されないという

懸念があるため、行政の責任が明確になる公設公営により行

うこと。

②一般廃棄物と産業廃棄物との混焼は、廃棄物の処理及び清掃

に関する法律に違反するおそれがあるため、実施しないこと。

③可燃ごみの減量化や一層の再資源化に取り組み、焼却炉の小

型化を進めること。

④全市民を対象に、対話集会などを開催し、計画内容を説明し

市民の声を反映すること。

⑤市民不在で進めるのではなく、協議の内容など随時、情報を

公開すること。

⑥専門家による検討委員会を設置し、あらゆる条件を比較検討

し、市民に公開すること。

２、今後のごみ処理計画について

➀一般廃棄物減量化のための具体的な施策を示すこと（生ごみ、

剪定枝。プラスチック等）

②家庭ごみ、事業ごみの減量削減のための対策を取ること。

以上

なお、10月末までに文書でご回答をお願いします。

写
真

㊤
10
月
15
日
の
市
民
の
会
発

足
㊦
10
月
16
日
碧
南
市
環
境

課
長
と
係
長
に
要
望
書
を
渡

す
会
代
表
の
み
な
さ
ん



被
害
救
済
と
癒
着
解
明
を
進
め
よ

文
部
科
学
省
が
統
一
協
会
の
解
散
命
令
を
東
京
地
裁
に

請
求
し
、
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
同
省
は
、
統
一
協
会
の
業

務
や
活
動
に
つ
い
て
宗
教
法
人
法
が
解
散
命
令
の
要
件
と

定
め
る
「
法
令
に
違
反
し
て
、
著
し
く
公
共
の
福
祉
を
害

す
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
行
為
」
に
該
当
す
る
と
判

断
し
ま
し
た
。
統
一
協
会
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、

違
法
・
不
法
な
活
動
を
社
会
か
ら
一
掃
す
る
た
め
の
重
要

な
一
歩
で
す
。
被
害
者
の
救
済
も
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
に
よ
り
、
被
害
を
深
刻
化
さ
せ
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
た
自
民
党
を
中
心
と
す
る
政
治
家
と
の
癒
着
を

徹
底
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
期
間
の
組
織
性
と
悪
質
性

文
科
省
は
請
求
の
理
由
で
、
統
一
協
会
が
遅
く
と
も
１

９
８
０
年
ご
ろ
か
ら
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
的
に
財
産
的

利
得
を
目
的
に
献
金
獲
得
や
物
品
販
売
を
行
っ
た
こ
と
を

挙
げ
ま
し
た
。
「
正
常
な
判
断
が
妨
げ
ら
れ
る
状
態
で
献

金
ま
た
は
物
品
の
購
入
を
さ
せ
て
、
多
数
の
者
に
多
額
の

財
産
的
損
害
、
精
神
的
犠
牲
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
そ
の
親

族
を
含
む
多
数
の
者
の
生
活
の
平
穏
を
害
す
る
行
為
を
し

た
」
と
認
定
し
ま
し
た
。

被
害
額
２
０
４
億
円
、
１
５
５
０
人
に

被
害
規
模
は
統
一
協
会
に
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
民

事
判
決
が
３
２
件
あ
り
、
示
談
を
含
め
る
と
被
害
者
は
約

１
５
５
０
人
、
解
決
金
の
総
額
は
約
２
０
４
億
円
に
上
り

ま
す
。
被
害
は
「
相
当
甚
大
」
と
文
科
省
は
指
摘
し
ま
し

た
。被

害
者
の
勇
気
あ
る
告
発
と
運
動

文
科
省
所
管
の
文
化
庁
は
、
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護

士
連
絡
会
や
１
７
０
人
超
の
被
害
者
ら
か
ら
情
報
収
集
な

ど
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
解
散
命
令
請
求
に
至
っ

た
力
は
、
元
信
者
２
世
を
は
じ
め
と
す
る
被
害
者
ら
の
勇

気
あ
る
告
発
、
弁
護
士
、
支
援
者
ら
の
長
年
の
運
動
、
国

民
世
論
で
す
。

自
民
党
な
ど
と
の
癒
着

岸
田
文
雄
政
権
は
当
初
、
民
法
上
の
不
法
行
為
は
解

散
命
令
請
求
の
要
件
に
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
し
た
。

野
党
が
国
会
で
追
及
す
る
中
で
、
組
織
性
・
悪
質
性
・

継
続
性
が
確
認
で
き
れ
ば
民
法
上
の
不
法
行
為
も
要
件

に
含
む
と
の
政
府
解
釈
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
回
の

解
散
命
令
請
求
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

宗
教
法
人
と
し
て
の
優
遇
措
置
は
く
奪
を

裁
判
所
の
審
理
を
経
て
解
散
命
令
が
確
定
す
れ
ば
、

統
一
協
会
は
法
人
格
を
失
い
、
税
制
上
の
優
遇
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
被
害
者
ら
は
解
散
命
令
が
速
や

か
に
出
さ
れ
る
こ
と
を
切
実
に
願
っ
て
い
ま
す
。
統
一

協
会
は
裁
判
で
争
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
到
底
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
全
被
害
者
に
向
き
合
い
、
謝
罪
と
賠
償
に
応

じ
る
べ
き
で
す
。

政
府
は
財
産
保
全
措
置
を

統
一
協
会
の
財
産
を
保
全
す
る
措
置
が
急
が
れ
ま
す
。

解
散
命
令
が
確
定
す
る
ま
で
に
統
一
協
会
が
財
産
を
隠

し
た
り
、
韓
国
に
送
っ
た
り
す
れ
ば
、
被
害
者
の
救
済
に

あ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
被
害
者
や
弁
護
団
は
、
統
一
協
会
の

財
産
を
管
理
・
保
全
す
る
特
別
措
置
法
の
制
定
を
求
め
て

い
ま
す
。
法
整
備
を
含
め
、
統
一
協
会
の
財
産
保
全
を
行

う
こ
と
は
政
府
の
責
任
で
す
。

広
告
塔
、
容
認
の
市
長
は
辞
任
を

禰
宜
田
市
長
は
、
２
０
０
８
年
の
就
任
以
来
、
日
本
共

産
党
の
統
一
協
会
と
の
関
係
解
明
の
追
及
に
、
容
認
し
ご

ま
か
し
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
く
ら
し
と
福
祉
を
守
る
首

長
の
立
場
と
は
相
い
れ
ま
せ
ん
。
自
ら
辞
職
す
る
こ
と
を

日
本
共
産
党
は
強
く
求
め
ま
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

11
月
19
日
（日
曜
日
）
午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団の

ホームページをご覧ください。
日本共産党中央委員会

日本共産党は、ハマスによる無差別攻撃を非難す

るとともに、イスラエル軍がパレスチナのガザ地区

への大規模侵攻を表明したことを厳しく批判し、即

時停戦を訴え、全国で緊急の行動と宣伝に立ち上がっ

ています。封鎖下にある人口密集地ガザの住民は、

半数が子どもです。お預かりした募金は、全額を国

連児童基金(ユニセフ)に届け、ガザの人々への支援

に充てます。

募金は、下記で受け付けています
郵便振替

▽口座番号 ００１７０－９－１４０３２１

▽加入者名 日本共産党災害募金係

＊通信欄に「ガザ募金」と明記してください。

手数料はご負担願います。

ついに統一協会解散請求

禰宜田市長は自ら辞任せよ

統一協会と勝共連合は
表裏一体。選挙を汚す反
共ビラが先日、相生町付

近に配布されました。↓


